
日本体育・スポーツ経営学会 第47回大会

会期：2024（令和６）年3月16日-17日

大会テーマ

文化としてのスポーツの発展に寄与する
体育・スポーツ経営学

会場：久留米大学御井キャンパス

開催形式：対面

文化としてのスポーツの価値・権利をどのように捉え、いかに振興するかを
考えながら、今後の体育・スポーツ経営の理念（実現すべき価値）と目的
（進むべき方向性）を具体化する方途を探る。

■大会日程

■参加申込
参加申込みフォーム https://forms.gle/A158Vi47JTSVtVZG7
または、右下QRコードよりアクセスしてください｡
（参加申込締切日：2024[令和6]年1月31日[水]→2月16日[金]延長しました）

■参加費
正会員：¥5,000 学生会員：¥2,000 臨時一般会員：¥6,000 臨時学生会員：¥3,000

■お問い合わせ先＜大会事務局＞
久留米大学人間健康学部スポーツ医科学科 行實鉄平
E-mail： keiei47th@gmail.com

■主催：日本体育・スポーツ経営学会 ■共催：久留米大学人間健康学部

■基調講演
＜テーマ＞ 文化経済学からみた「文化の価値」の特殊性―これまでの論点とこれからの課題
＜講 師＞ 阪本崇氏（京都橘大学）

■理事会企画シンポジウム
＜テーマ＞ 「文化」としてのスポーツの価値・権利をどのように捉え、いかに振興するか
＜コーディネーター＞ 朝倉雅史氏（筑波大学）他１名※調整中
＜シンポジスト＞
①文化政策における文化の価値とその評価 中村美亜氏（九州大学）
②運動文化論と国民スポーツ文化の創造が目指すもの 森 敏生氏（武蔵野美術大学）
③歴史社会学からみたスポーツの文化的発展 菊 幸一氏（国士舘大学）
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